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路
面
電
車
で
は
全
国
初
の
上
下
分
離
方
式

環
状
線
は
、
Ｊ
Ｒ
北
陸
本
線
富
山
駅
前
を
起
点

に
、
中
心
市
街
地
を
約
20
分
で
１
周
す
る
。
ル
ー

ト
は
反
時
計
回
り
で
、
富
山
地
方
鉄
道
（
地
鉄
）

の
富
山
軌
道
線
（
市
内
電
車
）
の
一
部
と
、
環
状

化
の
た
め
延
伸
さ
れ
た
区
間
の
合
計
お
よ
そ
３
・

４
キ
ロ
。
市
内
電
車
の
ル
ー
ト
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

の
Ｕ
を
逆
さ
に
し
た
形
で
、
空
白
区
間
の
９
４
０

メ
ー
ト
ル
に
レ
ー
ル
を
敷
設
し
た
。
延
伸
区
間
に

は
、「
国
際
会
議
場
前
」「
大
手
モ
ー
ル
」「
グ
ラ
ン
ド

プ
ラ
ザ
前
」
の
３
つ
の
電
停
が
新
設
さ
れ
た
。

始
発
は
午
前
６
時
11
分
、
終
電
は
午
後
10
時

10
分
（
い
ず
れ
も
富
山
駅
前
発
）
で
、
一
日
当
た

り
平
日
は
79
本
、
土
日
祝
日
は
80
本
が
運
行
さ
れ

る
。
運
行
間
隔
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
７
時
半

ま
で
は
10
分
お
き
、
そ
の
他
の
時
間
帯
は
20
分
お

き
で
、
運
賃
は
全
区
間
均
一
大
人
２
０
０
円
（
小

人
１
０
０
円
）
と
な
っ
て
い
る
。

環
状
線
で
は
、
車
両
の
購
入
や
線
路
の
敷
設
・

整
備
、
ホ
ー
ム
の
建
設
は
市
が
、
運
行
は
地
鉄
が

行
う
「
上
下
分
離
方
式
」
を
路
面
電
車
で
は
全
国

で
初
め
て
採
用
。
事
業
費
の
30
億
３
３
０
０
万
円

は
市
の
予
算
と
国
の
補
助
金
で
ま
か
な
っ
た
。
ま

た
、
運
行
経
費
と
し
て
年
間
５
０
０
０
万
円
を

市
が
地
鉄
に
交
付
す
る
。
一
方
の
地
鉄
は
、
延

伸
区
間
の
走
行
１
回
に
つ
き
約
39
円
の
ほ
か
、
環

状
線
運
行
前
１
年
間
の
路
面
電
車
収
入
を
基
準

に
、
増
収
分
を
市
に
支
払
う
。
増
収
分
は
年
間

３
０
０
０
万
円
と
見
込
ま
れ
る
が
、
差
し
引
き

２
０
０
０
万
円
を
毎
年
、
市
が
負
担
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
新
た
に
費
用
を
負
担
し
て
ま
で
、
市

が
公
共
交
通
の
充
実
を
図
る
理
由
は
何
な
の
だ
ろ

う
か
。

「
串
と
お
団
子
の
都
市
構
造
」を
目
指
す

市
が
公
共
交
通
を
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
本

腰
を
入
れ
始
め
た
の
は
、
06
年
６
月
に
行
っ
た
調

査
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
運
転
免
許
証
を
持
っ
て

い
な
か
っ
た
り
、
個
人
の
車
を
所
有
し
て
い
な
い

な
ど
の
理
由
で
、
自
由
に
車
を
使
え
な
い
人
の
割

合
は
、
15
歳
以
上
の
市
民
の
お
よ
そ
29
・
５
％
。

そ
の
一
方
で
、
富
山
県
が
１
９
９
９
年
に
行
っ
た

調
査
で
は
、
日
常
生
活
の
足
と
し
て
車
を
挙
げ
た

人
は
72
・
２
％
に
上
っ
た
。
実
際
、
１
世
帯
あ
た

り
の
乗
用
車
保
有
台
数
は
、
１・
７
4
台
と
全
国

２
位
に
な
っ
て
い
る
（
自
動
車
検
査
登
録
情
報
協

会
、
06
年
３
月
末
現
在
）。
ま
た
、
人
口
集
中
地

区
の
人
口
密
度
を
示
す
Ｄ
Ｉ
Ｄ
と
い
う
指
標
は
、

１
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
４
０
３
０・
２
人

（
05
年
国
勢
調
査
）
と
、
全
国
最
低
レ
ベ
ル
。
こ

れ
で
は
、
人
口
は
減
り
市
税
は
落
ち
込
む
の
に
、

広
く
薄
く
人
が
住
む
こ
と
で
、
ゴ
ミ
の
収
集
や
上

下
水
道
の
維
持
管
理
、
除
雪
な
ど
の
行
政
コ
ス
ト

は
増
え
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
市
は
、
徒
歩
で
移
動
で
き
る
生
活
エ
リ

ア
の
中
に
学
校
や
ス
ー
パ
ー
、
病
院
な
ど
の
生
活

機
能
を
集
積
し
、
エ
リ
ア
間
を
路
面
電
車
や
鉄
道
、

路
線
バ
ス
で
結
ぶ
、
公
共
交
通
を
軸
と
し
た
コ
ン
パ

ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
。
公
共
交
通
を
串
、
生

活
エ
リ
ア
を
団
子
に
見
立
て
た
、「
串
と
お
団
子
の
都

市
構
造
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。
鉄
道
分
野

で
は
、
廃
線
に
な
る
予
定
だ
っ
た
Ｊ
Ｒ
富
山
港
線

を
路
面
電
車
化
、
06
年
４
月
29
日
に
富
山
ラ
イ
ト

レ
ー
ル
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た
。
こ
の
ほ
か
、

06
年
10
月
か
ら
は
Ｊ
Ｒ
高
山
本
線
で
普
通
列
車
の

増
発
や
臨
時
駅
を
開
設
。
市
民
に
公
共
交
通
機
関

の
利
用
を
促
す
政
策
を
次
々
に
打
ち
出
し
て
き
た
。

文・写真◉高橋銀太郎（時事通信社富山支局）

路面電車、
復権。
公共交通中心のまちづくりに一役
富山市　富山地方鉄道富山都心線（環状線）
うっすらと雪が積もった富山城を背に、「セントラム」と愛称がつ
けられた白い車体が映える。２００９年12月23日、富山市中心
部を周回する路面電車、富山都心線（環状線）が開業した。「公
共交通を軸としたコンパクトなまちづくり」を推し進める富山市が、
構想実現に一役買ってもらおうと従来の路線を延伸、環状化した
ものだ。市内電車の環状線の運行は１９７０年代に一部路線が廃
止されて以来、36年ぶりとなった。

富山城を背に電停に停車したセントラム。
新型車両のセントラムは、白・黒・銀の３色。
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中
心
市
街
地
の
活
性
化
・
回
遊
性
強
化

環
状
線
の
開
業
は
そ
の
一
環
で
、
市
は
そ
の
意

義
と
し
て
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
る
。
一
つ
は
、

二
つ
の
都
心
核
の
連
携
強
化
。
デ
パ
ー
ト
や
書
店

な
ど
が
集
ま
る
中
心
市
街
地
は
、
Ｊ
Ｒ
富
山
駅
か

ら
南
に
約
１・
５
キ
ロ
離
れ
て
い
る
。
環
状
線
に

よ
っ
て
こ
の
二
カ
所
の
ア
ク
セ
ス
強
化
を
図
り
、

市
街
地
を
活
性
化
さ
せ
た
い
と
し
て
い
る
。
二
つ

目
は
、
都
心
エ
リ
ア
で
の
回
遊
性
強
化
。
公
共
施

設
が
集
中
し
、
市
が
家
賃
補
助
な
ど
を
交
付
し
て

居
住
を
促
す
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
区
域
の
面

積
は
、
４
３
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
歩
い
て
移
動
す
る

に
は
広
す
ぎ
る
た
め
、
車
に
乗
ら
な
く
て
も
都
心

地
区
を
移
動
で
き
る
手
段
と
し
て
期
待
し
て
い
る
。

三
つ
目
は
、
北
陸
新
幹
線
開
業
後
を
見
据
え
た
路

面
電
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
だ
。
現
在
、
富
山

駅
を
挟
ん
で
北
側
に
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
、
南
側
に
市

内
電
車
と
二
路
線
の
路
面
電
車
が
走
っ
て
い
る
。

新
幹
線
開
業
後
は
富
山
駅
が
高
架
化
さ
れ
、
両
路

線
の
相
互
乗
り
入
れ
が
実
現
。
富
山
湾
か
ら
富
山

駅
に
か
け
て
の
住
宅
街
が
、
中
心
市
街
地
や
富
山

大
学
と
一
本
で
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、

ま
だ
構
想
段
階
だ
が
、
地
鉄
上
滝
線
を
路
面
電
車

化
す
る
計
画
も
あ
る
。

開
業
初
日
に
は
、
午
後
１
時
か
ら
式
典
が
開
か

れ
、
森
雅
志
市
長
や
地
鉄
の
川
岸
宏
社
長
の
他
、

県
選
出
国
会
議
員
ら
が
出
席
。
挨
拶
で
森
市
長
は

「（
環
状
線
は
）
公
共
と
民
間
と
が
一
体
と
な
っ
て

本
市
が
目
指
す
（
公
共
交
通
を
軸
と
し
た
コ
ン
パ

ク
ト
な
）
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
こ
う
と
す
る
も

の
」、
川
岸
社
長
は
「
公
共
交
通
は
、
地
域
社
会

の
経
済
、
市
民
生
活
を
支
え
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
で

あ
り
続
け
る
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
、
環
状
線
に

よ
る
街
の
活
性
化
に
期
待
を
込
め
た
。

公
共
交
通
を
富
山
市
民
の
足
に

た
だ
、
今
後
、
環
状
線
が
市
民
生
活
に
定
着
す

る
か
は
未
知
数
だ
。
通
常
運
行
が
始
ま
っ
た
12
月

24
日
か
ら
正
月
三
が
日
ま
で
の
11
日
間
で
、
乗
降

客
数
は
４
万
８
１
１
０
人
だ
っ
た
と
い
う
が
、
日

中
で
も
車
内
の
人
影
が
ま
ば
ら
な
日
も
あ
っ
た
。

大
晦
日
か
ら
元
旦
に
か
け
て
降
っ
た
大
雪
の
影
響

も
考
え
ら
れ
る
が
、
開
業
直
後
に
し
て
は
寂
し
い

印
象
を
受
け
た
。沿
線
で
飲
食
店
を
営
む
男
性
は
、

「
ど
ん
な
も
の
か
一
度
く
ら
い
乗
っ
て
も
、
そ
ん
な

に
乗
る
人
は
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
話
し
た
。

環
状
線
だ
け
に
限
れ
ば
賛
否
は
分
か
れ
る
が
、

公
共
交
通
が
富
山
市
民
の
足
と
し
て
根
付
く
可
能

性
は
あ
る
。
数
年
間
東
京
勤
務
を
経
験
し
た
、
あ

る
公
務
員
の
男
性
は
、「
東
京
で
暮
ら
す
前
は
車
で

通
勤
し
て
い
た
が
、
慣
れ
て
し
ま
え
ば
鉄
道
の
方

が
楽
」
と
、
現
在
は
通
勤
に
Ｊ
Ｒ
を
利
用
し
て
い

る
。
車
と
違
い
、
鉄
道
な
ら
本
や
新
聞
を
読
ん
だ

り
、
考
え
事
を
し
て
移
動
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
。
鉄
道
を
利
用
し
た
暮
ら
し
に
変
え
る
に

は
、
何
よ
り
も
、
市
民
が
そ
の
利
用
価
値
を
体
感

す
る
機
会
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。

公
共
交
通
の
整
備
が
市
民
の
利
用
を
促
し
、
市

民
の
利
用
増
が
公
共
交
通
を
軸
と
し
た
コ
ン
パ
ク

ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
推
進
す
る
。
富
山
市

の
公
民
一
体
と
な
っ
た
試
み
に
注
目
し
た
い
。

大学前

丸の内 延伸区間
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（2）市内電車の上滝線への
乗り入れ

地鉄上滝線
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JR富山駅
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富山市のＬＲＴネットワーク構想

1973年に
廃止された路線

富山ライトレール富山ライトレール
（旧JR富山港線）（旧JR富山港線）

（1）富山ライトレールと
市内電車の相互乗り入れ
（南北接続）
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① 「市内電車環状線発車式」で森富
山市長、川岸社長 ( 富山地方鉄道
株式会社 ) らがテープカット。

②セントラム全景。
③ 市長定例記者会見後、セントラム

の模型を前に談笑する森富山市長
と廣瀬副市長の２人（富山市役所
で 2009 年 7 月 1 日）
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